
　
冒
頭
、
大
久
保
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

日
頃
か
ら
の
各
会
員
・
関
係
団
体
の

中
央
会
運
動
、
労
働
者
福
祉
運
動
に

対
す
る
多
大
な

ご
理
解
と
ご
協

力
に
謝
辞
を
述

べ
る
と
と
も
に
、

こ
の
1
年
間
の

取
り
組
み
の
成

果
と
課
題
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、
2
0
1
8
年
度
過
去
最
高
の

2
，
6
8
5
件
の
相
談
を
受
け
付
け
、

累
計
相
談
件
数
も
1
4
，
2
5
6
件

に
達
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、「
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
広
く
県
民
・

市
民
、
行
政
に
認
知
さ
れ
て
き
た
こ

と
の
証
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

相
談
内
容
は
、
法
律
問
題
と
心
の
健

康
相
談
が
8
割
を
占
め
、
相
談
者
の

年
齢
も
40
代
か
ら
70
歳
代
が
多
く
を

占
め
て
い
る
現
状
は
、
少
子
高
齢
化

の
問
題
や
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
、

社
会
の
分
断
化
が
進
む
今
の
世
相
を

表
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
今
後

も
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、「
な

く
て
は
な
ら
な
い
相
談
所
」と
し
て
さ

ら
に
機
能
を
充
実
、
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
い
く
と
し

ま
し
た
。

　
奨
学
金
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
こ
の
1
年
、
九
州
労
働
金
庫

と
連
携
し
て「
奨
学
金
借
り
換
え
専
用

ロ
ー
ン
　
つ
な
ぐ
」を
活
用
し
た
奨
学

金
返
済
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
や
全

国
一
斉
奨
学
金
相
談
会
を
開
催
し
て

き
た
。
今
年
、
全
国
で
実
施
し
た「
奨

学
金
や
教
育
費
負
担
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」に
お
い
て
も
、
奨
学
金
返
済

は
学
生
や
そ
の
親
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。
奨
学
金
借
換
専
用
ロ
ー

ン
は
、
2
0
1
9
年
5
月
末
実
績
で
、

九
州
7
県
本
部
で
1
8
1
件
4
4
0

百
万
円
と
な
っ
て
お
り
確
実
に
利
用

者
は
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も
、
九

州
労
金
と
の
連
携
を
強
化
し
取
り
く

ん
で
い
く
と
の
決
意
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
公
益
事
業
の
一
つ
で
あ
る

年
末
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

会
員
・
関
係
団
体
だ
け
で
な
く
、
広

く
県
内
に
呼
び
か
け
、
今
日
の
社
会

に
横
た
わ
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
働

く
人
た
ち
、
弱
者
の
立
場
に
立
っ
た

内
容
・
講
師
を
選
定
し
て
実
施
し
て

い
く
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
ひ
と
り
は
万
人
の
た
め

に
、
万
人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
労
働
者
福
祉
運

動
に
関
わ
る
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ

て
運
動
の
推
進
・
発
展
に
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
を
こ
の
場
で
誓
い
合
い
た

い
と
結
び
ま
し
た
。

第59回 通常総会を開催！！

大久保会長の挨拶

宮崎県商工労働部 横山次長

連合宮崎 中川会長

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会

7 No.5532019

　
6
月
14
日（
金
）一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
の
第
59

回
通
常
総
会
が
、
宮
崎
市
の
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
2
0
1
8
年
度
の
活
動
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、

2
0
1
9
年
度
の
活
動
方
針
及
び
収
支
予
算
案
等
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
総
会
に
は
、
7
名
の
代
議
員
と
関
係
団
体
か
ら
21
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が

参
加
し
、
ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
横
山
次
長
、
連
合

宮
崎
中
川
会
長
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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2
0
1
9
年
6
月
25
日（
火
）、

ア
ク
ロ
ス
福
岡
に
お
い
て
九
州
労

働
金
庫
第
19
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
山
城
理
事
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
報
告
事
項
な
ら
び
に

今
後
の
配
当
政
策
含
め
た
6
議
案

す
べ
て
、
代
議
員
の
賛
成
多
数
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
、
新
田
宮
崎
県
本

部
長（
常
務
理
事
）
の
退
任
に
伴
い
、

福
島
昭
一
氏
が
新
し
く
宮
崎
県
本

部
長（
常
務
理
事
）
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
福
島（
新
）
宮
崎
県
本
部
長
の
ほ

か
、
佐
賀
県
本
部
本
部
長
に
青
栁

直
氏
、
新
任
常
勤
監
事
に
松
尾
勝

博
氏（
員
外
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
田
本
部
長
の
4
年
間
の
労
苦

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
第

6
期
中
期
経
営
計
画
」
の
2
年
目
と

九
州
労
働
金
庫　

 

通
常
総
会
開
催
報
告

第19回

し
て
、
福
島（
新
）
宮
崎
県
本
部
長

の
下
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

基
盤
と
し
て
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
労
働
組
合
・

福
祉
事
業
団
体
と
さ
ら
に
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
働
く
も
の
の〈
ろ

う
き
ん
〉
運
動
に
対
す
る
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新福島本部長（常務理事）

前新田本部長

●宮崎支店（0985）26-9200　●延岡支店（0982）35-6655　●日南支店（0987）23-3191
●宮崎県庁支店（0985）29-4141　●都城支店（0986）23-2737　●小林支店（0984）23-1000
●高鍋支店（0983）23-0740　●日向支店（0982）52-6131　●西都支店（0983）43-1212
●高千穂支店（0982）72-6111　●宮崎市役所出張所（0985）26-3906
●ローンセンター宮崎（0985）26-9207　●ローンセンター延岡（0982）35-6657
●ローンセンター都城（0986）23-2257

◎キャンペーン金利は2019年9月30日までに受付し、2019年10月31日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。キャンペーン期間中に表示金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は
所属される会員等により異なる場合がございます。◎変動金利型は、年2回適用金利を見直します。◎金利引下げには取引条件がございます。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、
手数料（税込5,400円）がかかります。変更内容によってはご希望に添えない場合もございます。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換えが含まれる場合は条件がございます。◎ご返
済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローンシミュレーション」もご利用いただけます。◎記載内容は2019年7月1日現在の内容で、保証先を（一
社）日本労働者信用基金協会または（株）セディナとする場合です。◎くわしくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望
に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。

今だけおトク
な金利

変動金利型

年1.9%
～年2.6％

最大
引下げ
金利

固定金利型

年2.2%
～年2.9％

最大
引下げ
金利

キャンペーン期間

2019.7.1（月）～2019.9.30（月）
※本キャンペーンは、予告なしに期間を変更または延長する場合がございます。

ご融資金額

1,000
万円以内
（1万円単位）

ご融資期間

10年以内

ろうきんは
安心の

保証料込み

専用フリーダイヤル

【 受付時間 】平日 9：0 0 ～ 1 7：0 0
九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。

0120-796-210

九州ろうきん お客さまサービス室お問い合わせ先
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1
9
8
7
年
、
32
歳
の
時
に
、
地
区
労

の
事
務
局
長
を
4
年
間
務
め
ま
し
た
。
私

は
、
公
務
員
労
組
の
出
身
で
す
が
、
そ
の

地
区
労
専
従
の
時
代
に
、
民
間
の
労
働
運

動
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

〝
み
ん
な
で
決
め
る
。
決
め
た
ら
必
ず
実
行

す
る
〞が「
日
向
地
区
民
間
共
闘
会
議
」の

モ
ッ
ト
ー
で
し
た
。
合
理
化
反
対
の
共
闘

会
議
や
メ
ー
デ
ー
集
会
の
実
行
委
員
会
な

ど
で
は
、
初
め
に〝
こ
ぶ
し
固
め
〞、
途
中

で〝
中
入
れ
〞、
そ
し
て
闘
争
や
行
事
が
終

わ
る
と〝
打
上
げ
〞と
い
う
具
合
に
、
最
低

3
回
の「
飲
み
方
」が
誰
言
う
と
な
く
行
わ

れ
ま
し
た
。「
一
升
瓶
の
倒
れ
た
数
だ
け
団

結
が
深
ま
る
」と
理
由
を
つ
け
な
が
ら
…
。

　
私
が
地
区
労
役
員
に
な
る
ず
っ
と
前
の

1
9
7
0
年
代
。
第
一
糖
業
の
合
理
化
反

対
大
闘
争
が
あ
り
、
地
区
労
上
げ
て
の
支

援
を
受
け
た
第
一
糖
業
労
働
組
合
は
、
長

期
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
き
21
名
の

解
雇
撤
回
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
激
し
い
た
た
か
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
地

元
の
経
営
者
た
ち
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
地
区
労
と
か
民
間
共
闘
と
か

が
団
交
に
入
る
と
聞
い
た
ら
、
経
営
者
た

ち
は
び
く
び
く
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、

賃
上
げ
や
合
理
化
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
る

と
、
す
ぐ
に
地
区
労
が
呼
ば
れ
ま
し
た
。

中
小
民
間
労
組
の
団
体
交
渉
に
地
区
労
や

民
間
共
闘
の
役
員
が
入
る
の
は
当
た
り
前

の
事
で
、
1
9
8
0
年
代
く
ら
い
ま
で
は
、

あ
ち
こ
ち
の
組
合
で
、
賃
上
げ
や
合
理
化

反
対
の
闘
争
や
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
繁
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
団
体
交
渉
を
す
れ
ば
、
満

額
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
要
求
は
必
ず
前
に

進
み
ま
し
た
。

　
民
間
労
組
が
公
務
員
労
組
と
一
番
違
う

の
は
、
組
合
の
委
員
長
が
絶
大
な
力
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ユ
ニ
オ

ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
れ
ば
な
お

さ
ら
で
す
。
な
に
し
ろ
組
合
を
除
名
さ
れ

た
ら
会
社
は
ク
ビ
な
の
で
す
か
ら
。
会
社

の
労
務
担
当
者
に
と
っ
て
、
組
合
と
の
折

衝
は
最
も
大
き
な
仕
事
で
す
し
、
団
体
交

渉
で
は
社
長
と
組
合
委
員
長
は
対
等
だ
と

い
う
こ
と
を
大
概
の
会
社
は
わ
き
ま
え
て

い
ま
し
た
。
時
に
は
、
人
員
削
減
な
ど
強

引
に
合
理
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
ワ
ン
マ

ン
社
長
も
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
、

地
区
労
組
織
を
上
げ
て
会
社
に
押
し
か
け
、

事
務
所
前
で
集
会
や
デ
モ
を
し
ま
す
か
ら

会
社
は
た
ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
交
渉
や
争
議
行
為
は
、

憲
法
や
労
働
組
合
法
で
保
障
さ
れ
た
労
働

者
の
正
当
な
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ

て
初
め
て
労
使
は
対
等
に
な
れ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
そ
の
頃
に
学
び
ま
し
た
。

　
組
合
の
な
い
下
請
け
会
社
で
働
く
人
か

ら
の
相
談
は
、
有
給
休
暇
が
と
れ
な
い（
申

請
用
紙
を
渡
し
て
も
ら
え
な
い
）と
い
う

こ
と
で
し
た
。
さ
っ
そ
く
仲
間
4
名
で
組

合
を
つ
く
ら
せ
、
結
成
通
知
を
も
っ
て
地

区
労
議
長
と
二
人
で
そ
の
会
社
に
乗
り
こ

み
ま
し
た
。
私
と
違
っ
て
地
区
労
議
長
は

力
士
の
よ
う
な
巨
漢
で
す
か
ら
、横
に
座
っ

て
い
る
だ
け
で
威
圧
感
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が「
有
休
が
と
れ
な
い
そ
う
で
す
が
ど

う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」と
事
務
所
長
に

詰
め
寄
る
と
、
小
柄
な
所
長
は
し
ど
ろ
も

ど
ろ
で「
い
や
い
や
有
休
は
取
れ
ま
す
よ

…
」と
、
有
休
申
請
書
の
用
紙
を
見
せ
て
、

こ
れ
で
い
つ
で
も
申
請
し
て
も
ら
っ
て
い

い
の
で
す
か
ら
…
と
一
発
で
問
題
が
解
決

し
ま
し
た
。
有
休
付
与
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
組
合
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

今
も
泣
き
寝
入
り
さ
せ
ら
れ
て
い
る〝
ブ

ラ
ッ
ク
〞職
場
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
1
9
9
2
年
の
連
合
日
向
地
協
結
成
の

際
に
は
、
民
間
共
闘
の
仲
間
の
う
ち
上
部

団
体
に
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た
地
場
の
中

小
労
組
を
連
合
に
加
盟
さ
せ
る
た
め
に
、

全
国
一
般
宮
崎
県
中
小
労
連
を
結
成
し
ま

し
た
。
そ
の
中
小
労
連
を
作
る
た
め
に
、

当
時
の
県
民
間
共
闘
の
役
員
と
し
て
全
県

下
を
オ
ル
グ
で
走
り
回
っ
た
の
が
、
3
年

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
労
金
労
組
O
B
の
服

部
道
徳
さ
ん
た
ち
で
す
。
連
合
に
な
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
通
り
地
域
の
仲
間
と
し
て

支
え
合
っ
て
い
こ
う
と
、
今
も
共
闘
組
織

を
保
ち
続
け
て
い
る
の
が
宮
崎
の
民
間
運

動
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
先
輩
た
ち
の
築
い
て
き
た
労
働
運
動
の

〝
財
産
〞を
、
ど
う
や
っ
て
若
い
世
代
に
繋

い
で
い
く
の
か
…
。
間
に
い
る
私
た
ち
の

課
題
で
す
。

「
民
間
共
闘
運
動
」に
学
ぶ

第8回

労
働
者
福
祉
：
多
事
総
論

シ
リ
ー
ズ

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
は
学
び
き
れ
な
い
色
々
な

見
聞
、
知
識
、
法
律
な
ど
を
掲
載
し
ま
す

宮
崎
県
平
和
・
人
権
・
環
境
労
働
組
合
会
議　

議
長　
　

野
地 

一
行

　組合リーダー養成講座は2012年度開講
以来、受講者は400名を超え、労働運動や
労働者福祉の課題や歴史・理念を学ぶ場と
なってきております。
　2019年度も、6月22日（土）、県北地域
で26名参加の下、開催されました。「労働
者福祉運動（中央会：竹野）」「なぜ政治にか
かわることを労働組合はしなければならな
いのか（太田清海 県議）」「身近な防災対策
（坂本裕司 防犯・防災士）」「コミュニケー
ションづくり（柳田美智子 シンプルライフ
元気代表）」「憲法を毎日の暮らしから考える
（吉井千周 都城高専准教授）」の5講座とも
に、それぞれの講師の日常活動への使命感

が熱く伝わる講義で、受講者の琴線に触れ
るものとなりました。

　本年度は、中央労福協設立
70年、連合結成30年という
節目の年ですが、当時の思い
を肌感覚で持っている人は、
極めて少なくなってきていま
す。一方で、格差と貧困は拡
大し、社会保障制度の隙間に

あえぐ事象が相次いで起きています。こう
した状況を正しく理解し、如何に行動して
いくか、私達が運動の真価を発揮するとき
でもあります。その一助としての講座です。
他地区でもこれから開催していきます。ふ
るって皆様の参加を期待しております。

組合リーダー養成講座組合リーダー養成講座

竹野講師

吉井講師

太田講師

坂本講師柳田講師
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国
の
社
会
保
障
制
度
に
は
、
病
気
や

ケ
ガ
で
収
入
が
減
少
す
る
状
態
に
な
っ

た
場
合
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
「
傷
病
手
当
金
」
で
す
。
傷
病
手

当
金
は
、
健
康
保
険
の
加
入
者
（
給
与

か
ら
健
康
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い

る
者
）
が
、
業
務
（
公
務
）
外
の
病
気

や
ケ
ガ
の
療
養
で
仕
事
に
就
け
な
い
状

態
の
た
め
4
日
以
上
連
続（
有
給
、土
日
・

祝
日
等
の
公
休
日
も
含
む
）
し
て
休
み
、

給
与
の
支
払
い
が
な
い
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
一
日
あ
た
り
の
支
給
額
は
、
お
お
よ

そ
給
与
を
日
割
り
に
し
た
金
額
の
3
分

の
2
で
、
支
給
開
始
日
か
ら
最
長
1
年

6
ヶ
月
間
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
市

町
村
の
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
に
は
、

傷
病
手
当
金
の
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
傷
病
手
当
金
以
外
に
は
、「
障
害
年
金
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
加
入
者
が
、

障
害
認
定
日
（
傷
病
の
初
診
日
か
ら
1

年
6
カ
月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
そ

の
期
間
内
に
傷
病
が
治
っ
た
日
）
に
一

定
の
障
害
状
態
に
あ
る
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
で
支
払
わ
れ
る
「
障
害
基

礎
年
金
」
は
、
障
害
の
程
度
（
1
級
ま

た
は
2
級
）
と
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の

人
数
に
よ
っ
て
受
け
取
る
金
額
が
異
な

り
ま
す
。
厚
生
年
金
で
支
払
わ
れ
る「
障

害
厚
生
年
金
」
は
、
障
害
の
程
度
（
1

級
〜
3
級
）
や
給
与
歴
、
厚
生
年
金
加

入
期
間
等
に
よ
っ
て
、
受
け
取
る
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
厚
生
年
金
の
加
入
者

で
、
1
級
ま
た
は
2
級
の
障
害
状
態
に

あ
る
場
合
は
、
在
職
中
で
も
国
民
年
金

と
厚
生
年
金
の
両
方
か
ら
障
害
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
社
会
保
障
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
働

き
方
に
よ
っ
て
保
障
は
異
な
り
、
ま
た

社
会
保
障
が
比
較
的
充
実
し
て
い
る
健

康
保
険
の
加
入
者
で
あ
っ
て
も
長
期
の

収
入
減
少
に
は
備
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
の
社
会
保
障
制
度
で
不
足
す
る
部

分
に
備
え
る
手
段
と
し
て
民
間
の
保
険

が
活
用
で
き
ま
す
。
収
入
減
少
に
備
え

る
保
険
と
し
て
、「
就
業
不
能
保
険
」
や

「
所
得
補
償
保
険
」
が
あ
り
ま
す
。
現
金

や
預
貯
金
で
の
備
え
が
あ
れ
ば
問
題
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
期
の
生
活

を
支
え
る
十
分
な
貯
蓄
を
準
備
で
き
て

い
な
い
場
合
や
、
長
期
の
収
入
減
少
を

気
に
せ
ず
治
療
に
専
念
し
た
い
と
考
え

る
場
合
に
は
、
民
間
の
保
険
加
入
を
検

討
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

「
傷
病
手
当
金
」
と
「
障
害
年
金
」

お
問
い
合
わ
せ

宮崎推進本部
（宮崎県共済生活協同組合）

全国労働者共済生活協同組合連合会

営業時間／ 9：00～17：00（土曜・日曜・祝日を除く）

宮崎支所 共済ショップ宮崎店
〒880-0806 宮崎市広島1-11-17
　　　　　　  （宮崎推進本部内）
TEL:0985-24-6262

延岡支所 共済ショップ延岡店
〒882-0866 延岡市平原町
　　　　　　 5-1497-3
　　　　　　 TEL:0982-32-4599

都城支所 共済ショップ都城店
〒885-0024 都城市北原町4街区4号
　　　　　     都北労働福祉会館1F
TEL:0986-46-5087

2019年6月、　
全労済から「こくみん共済 coop」へ

1. 「こくみん」とは「みんな」のこと。
多くの人に「たすけあいの輪」に参加してもらいます。

2. 「共済」とは
　 「互いにたすけあう保障の仕組み」のこと。
より多くの人に必要とされる保障を、ひとりひとり
の生活に合わせて提供します。

3. 「coop」とは協同組合のこと。
人と人をむすび、そこに集う人たちの生活を守ります。

私たちは「共済」を通じて　人と人との「たすけあいの輪」をむすび
「安心のネットワーク」をひろげていきます

ピットくんファミリー

全労済は、60年にわたって組合員の暮らしや災害に向き合い、たすけあいの輪を少しずつ広げてきました。
“誰一人、とり残さない社会へ”
新しい時代、その輪をさらに強くむすぶために
2019年6月より新たな愛称「こくみん共済 coop」を定めました。
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今
、
学
生
全
体
の
2
．
7
人
に
1

人
が「
日
本
学
生
支
援
機
構
」の
奨
学

金
を
利
用
し
、
他
の
奨
学
金
制
度
を

あ
わ
せ
る
と
、
昼
間
部
大
学
生
の
約

5
割
が
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
約
50
年
前
の
1
9
7
0
年

代
の
国
立
大
学
の
授
業
料
は
、
年
間

約
1
万
2
千
円
・
月
額
千
円
程
度
で

授
業
料
の
心
配
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
か
つ
、
前
身
の
日

本
育
英
会
の
奨
学
金
も
無
利
子
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
30
年
間
、
平
均

給
与
が
下
が
り
続
け
る
一
方
で
、
大

学
の
授
業
料
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

事
実
、
現
在
の
国
立
大
学
の
授
業
料

は
、
30
年
前
の
2
倍
以
上
と
な
り
、

30
年
前
の
私
立
大
学
の
授
業
料
よ
り

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
奨
学
金
を
考
え
る
」

シリーズ

第2回

定
時
総
会
報
告

第
65
回

一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
勤
労
者
旅
行
会

　
6
月
14
日（
金
）、
九
州
労
働
金

庫
会
議
室
に
お
い
て
、
第
65
回
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
代
議
員
33
名（
内

委
任
状
15
名
）、
理
事
・
監
事
11

名
の
計
29
名
が
出
席
し
、
各
議
案

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
て
の

議
案
が
満
場
一
致
で
確
認
・
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
度
は
、
効
率
的
な

事
業
運
営
と
新
規
利
用
団
体
開
拓

や
会
員
団
体
利
用
促
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
事
業
の
減
少
と
上
半
期
の
自
然

災
害
等
に
よ
る
飛
行
機
の
欠
航
や

大
会
、
会
議
の
中
止
等
が
相
次
ぎ

伸
び
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
下

半
期
、
会
員
団
体
等
の
出
張
航
空

券
、
旅
行
、
会
議
、
懇
親
会
の
受

注
が
順
調
に
推
移
し
た
結
果
、
総

取
扱
高（
達
成
率
99
．
0
%
）、
総

事
業
収
入（
達
成
率
99
．
6
%
）

共
に
目
標
を
下
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
が
、
最
終
的
な
収
支
実
績

で
は
1
，
9
1
0
千
円
の
当
期
利

益
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
、「
勤
労
者
旅
行
会
」

の
利
便
性
・
優
位
性
の
周
知
と
、

よ
り
一
層
の
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
心
掛
け
、
会
員
団
体

の
航
空
券
予
約
受
注
や
定
期
大
会
、

各
種
研
修
会
や
会
議
な
ど
利
用
促

進
に
努
め
て
い
く
と
の
方
針
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

対世帯年収でみた年間教育費比率は低所得者層でも1割後半～２割
後半、中間層以上でも1割台と低くありません。高等教育の子どもが
いる家庭では２割強にも及びます。実際は年収から税金等が引かれ
るので、比率はもっと大きいことが考えられます。

低所得、中間層においても大きい教育費の負担

【平均年間教育費・対世帯年収の年間教育費比率】

平均年間教育費 対世帯年収の年間教育費比率

300
万円
未満

中学生
以下

高校生
公立

高校生
私立

短大
高専
専門学校
など

国公立
大学
大学院

私立
大学
大学院

300～
400
万円
未満

400～
600
万円
未満

600～
800
万円
未満

800～
1000
万円
未満

1000
万円
以上

6.1％
8.8％

13.1％

20.9％
22.0％

24.9％

42.4
万円

64.5
万円

101.8
万円

152.1
万円

180.7
万円

209.3
万円

27.9％

17.9％

14.1％
12.9％ 12.1％

10.1％

62.7
万円

62.8
万円

72.4
万円

90.2
万円

108.2
万円

125.6
万円

（万円） （％）
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どの世帯
でも負担が
大きいね…

世帯年収(40歳以上で子どものいる方) 長子の成長段階別

〜 

教
育
費
負
担
と
世
帯
年
収 

〜

権藤理事長挨拶

議案提案をする寺下専務理事
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2
0
1
9
年
6
月
8
日（
土
）、

熊
本
市
の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク

熊
本
に
お
い
て
2
0
1
9
年
度

中
央
労
福
協
全
国
研
究
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
究
集
会
は
、「
支
え
あ

い
・
助
け
合
い
で
、
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
福
祉
社
会

を
！
」を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
、

神
津
里
季
生
中
央
労
福
協
会
長

を
始
め
関
係
者
約
4
0
0
人
が

参
加
し
、
貧
困
格
差
な
ど
労
働

者
福
祉
運
動
に
お
け
る
課
題
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
の
第
一
部
で
は
、

特
別
講
演
と
し
て
特
定
非
営
利

活
動
法
人　

抱
樸
の
理
事
長　

奥
田
知
志
氏
が
、「
共
生
社
会

と
は
何
か
」〜
い
の
ち
の
普
遍

的
価
値
と
家
族
機
能
の
社
会
化

に
つ
い
て
〜
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

2
0
1
6
年
に
起
き
た
相
模
原

の
障
碍
者
施
設
で
の
無
差
別
殺

人
や
先
日
発
生
し
た
前
農
林
水

産
省
事
務
次
官
の
息
子
殺
害
等

を
題
材
に「
い
の
ち
の
意
味
」
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、「
共
生（
社

会
）
と
は
い
の
ち
の
普
遍
的
価

値
に
絶
対
的
に
立
ち
つ
づ
け
る

こ
と
」
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

次
に
基
調
講
演
と
し
て
、
中

央
大
学
法
学
部
教
授　

宮
本
太

郎
氏
が「
2
0
4
0
年
に
向
か

う
地
域
と
生
活
保
障
」〜
中
央

労
福
協
70
周
年
に
よ
せ
て
〜
と

題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
第
2
部
で
は
、
中

央
労
福
協
事
務
局
長
の
花
井
圭

子
氏
か
ら
、「
2
0
3
0
年
ビ

ジ
ョ
ン
」
策
定
に
向
け
て
議
論

し
て
い
る「
労
福

協
の
理
念
と
2
0
2
0
年
ビ

ジ
ョ
ン
の
検
証
と
見
直
し
に
つ

い
て
」
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
本
研
究
集
会
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
花
井
事
務

局
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
5
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト（
連

合
本
部
・
労
金
協
会
・
こ
く
み

ん
共
済
C
O
O
P
・
日
本
生
協

連
・
労
協
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
討

論
が
行
わ
れ
、
労
働
者
福
祉
運

動
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
上

で
の
課
題
や
労
働
組
合
、
福
祉

事
業
団
体
、
生
活
協
同
組
合
の

連
携
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
界
一
受
け
た
い

　
や
さ
し
い
政
治
セ
ミ
ナ
ー

　

6
月
8
日（
土
）、「
政
治
学
習
会
〜
世
界
一
受
け
た
い

　

や
さ
し
い
政
治
セ
ミ
ナ
ー
〜
」
を
こ
く
み
ん
共
済

C
O
O
P
3
階
会
議
室
で
開
催
し

ま
し
た
。
連
合
宮
崎　

佐
藤
前
会

長
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
生
活
と

政
治
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に

お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
県
民
連
合
宮
崎

の
渡
辺
県
議
・
岩
切
県
議
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
素
朴
な
疑
問
や
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と

を
質
問
し「
ど
う
し
て
県
議
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

か
?
」「
人
口
減
少
を
止
め
る
に
は
?
」
な
ど
様
々
な
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
両
県
議
と
も
、
や
さ
し
い
言
葉

で
丁
寧
に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
34
名
の
参
加
者
に

と
っ
て
、〝
政
治
に
つ
い
て
考
え
る
〞貴
重
な
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

宮崎市別府町3‐9 労働福祉会館4階　0985‐26‐4649連合宮崎

連合宮崎 佐藤前会長

パネル討論の様子

宮本太郎氏の講演

抱樸　奥田理事長の特別講演

神津会長のあいさつ
蒲島熊本県知事とくまモン登場

全
国
研
究
集
会

熊
本

2019
年  度

IN
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（公財）宮崎霊園事業団 2019 年度 評議員会開催される！！

2019年度 介護職員初任者研修
介護の心をまなび、知識・技術を習得する研修

募集受付期間▶2019年7月1日（月）～8月9日（金）
研修期間

研修内容

費用負担

研修会場

募集定員

申  込  先

申 込 方 法

受講対象者

受講生募集!!

　2019年6月3日（月）、九州労働金庫宮崎県本部会議室に
おいて公益財団法人　宮崎霊園事業団の2019年度第1回
評議員会が開催されました。
評議員会には、評議員9名、理事8名、監事2名の計19名
が出席し、2018年度の事業報告や2018年度の収支決算
報告および監査報告、2019年度の事業計画および収支予
算が報告され満場一致で承認されました。
　また、今期は理事の改選期となっており、新たに理事10
名が選出されました。その後の理事会で、今期で退任する
中別府畩治理事長に代わり、野地一行理
事が新しい理事長に選任され評議員会を
終了しました。
　前中別府理事長においては、在任中、
多様化する墓地環境の変化の中で、「宮
崎霊園永代供養墓」の建立や公園墓地の
環境改善に取り組まれました。長い間、
本当にお疲れさまでした。 野地一行新理事長

公益財団法人　宮崎霊園事業団

理 事 長

副 理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

野 地 一 行

篠 原 達 明

竹 野 広 幸

假 野 耕 司

後 藤 正 昭

中 川 義 行

田 中 忠 弘

西 村 　 仁

野 崎 一 俊

佐々木　博　之

寺 下 博 康

児 玉 賢 一

2019 年度  公益財団法人  宮崎霊園事業団理事会
■ 理事（10名）・監事（2名）

役　　職 氏　　名

墓参代行・草刈り代行業務も行っていますよ！！

2019年9月5日～ 2019年12月5日（毎週木曜日）

介護職員初任者資格取得に必要な130時間の研修。週1回の研修を12週間行います。
なお、1日の研修は、朝9時から夕方（16時～18時）までとなります。

受講料20,000円（テキスト代込）、その他研修会場までの交通費・駐車場代、昼食代（自己負担）

九州労働金庫宮崎県本部会議室(労金駐車場は利用できません。お近くのパーキングをご利用ください。)

20名（定員に達し次第締切）

介護職に就労意欲がある人、現在資格を持たずに介護現場で
就労している人など、どなたでも受講可能
※但し、申込審査により受講希望に添えない場合があります。

電話受付 （受付後、申込書類を郵送します）

一般社団法人 宮崎県労働者福祉団体中央会
TEL 0985‒24‒5550 （月～金曜　10時～17時）
詳しいチラシは、九州ろうきん各支店、こくみん共済COOP宮崎各支所共済ショップ
県内社会福祉協議会、宮崎市役所地域事務所等に備えています。
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編集後記

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

連合宮崎副事務局長

大坪 浩一郎さん

　
19
年
3
月
1
日
よ
り
連
合
宮
崎

副
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
大

坪
で
す
。
早
4
ヶ
月（
6
月
末
現
在
）

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
が
、出
身
産
別
は
フ
ー
ド
連
合
、

出
身
単
組
は「
デ
ー
リ
ィ
牛
乳
・
ス

コ
ー
ル
」等
、
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
が
都
城
の
南
日
本
酪
農
労
組
に

な
り
ま
す
。
紆
余
曲
折
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
の
お
か

げ
で
副
事
務
局
長
就
任
に
至
り
ま

し
た
。
関
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
就
任
以
来
、
業
務
内
容
の
違
い
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま
ず
大
き
く
変

化
し
た
の
は
、
勤
務
時
間
や
休
日
で

す
。
南
酪
従
業
員
時
代
は
、
工
場
で

の
変
則
勤
務（
朝
4
時
出
勤
だ
っ
た

り
、
昼
13
時
出
勤
だ
っ
た
り
）で
し

た
が
、
現
在
、
基
本
9
時
就
業
開
始

と
い
う
こ
と
で
生
活
の
リ
ズ
ム
が
取

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
休
日
に

関
し
て
は
、
祝
日
等
、
き
ち
ん
と
休

め
る
反
面
、
土
日
に
行
事
が
入
る
こ

と
も
多
い
の
で
メ
リ
ハ
リ
の
付
け
方

が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
就
職

し
て
20
数
年
、
祝
日
と
い
う
概
念
が

な
か
っ
た
の
で
祝
日
に
休
む
こ
と
に

よ
う
や
く
慣
れ
て
き
ま
し
た
。（
笑
）

　
業
務
に
関
し
て
は
、「
組
織
拡
大
」

「
労
働
相
談
」「
平
和
行
動
」「
愛
の
カ

ン
パ
助
成
」「
人
権
問
題
」等
、組
織
・

連
帯
活
動
を
主
と
し
、
日
々
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
連
合
運
動
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
、
想
像
し

て
い
ま
し
た
が
、
産
別
活
動（
単
組

活
動
）時
代
と
は
、
や
は
り
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

　
特
に「
労
働
相
談
」に
関
し
て
は
、

あ
る
意
味
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
い
か
に
自
分
た
ち
が
恵
ま
れ

て
い
た
か
、
ま
た
、
組
合
の
あ
る
こ

と
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た

次
第
で
す
。「
労
働
相
談
」の
中
身

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
相
談
者

に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
そ
の
他
の
業
務

に
お
い
て
も
一
歩
一
歩
消
化
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
々
勉
強
で
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
48
歳
独

身
大
坪（
笑
）を
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
専
従
と
な
っ
て

　最近、「殺傷・虐待等の悲惨な事件」と「高齢者の危険な運
転による事故」が毎日のようにニュースになっています。子
や孫を持ち、かつ還暦を過ぎた身として、他人事とは思えず、
いつも胸が痛みます。また、その報道や書き込みが、引きこ
もりやいじめや生活保護等とリンクされ、新たな差別や分断
を引き起こしていることにも胸が痛みます。これらの事件事
故を「自己責任論」で断じることは、何の解決にもならず、
社会の不条理を肯定することに繋がってしまいます。

　世界の富の82％が1％の富裕層に集中している今、富と所
得の分配の仕方を変えていかなければ、全ての人々が幸せを
享受できる持続可能な社会は創造できるはずもありません。
　そのために、今何をすべきか自問自答も続きますが、私達は、
何か行動を起こすべき時が今来ております。今、日本語が国
際共通語となっている言葉がそれを物語ってもいます。
・TSUNAMI　・KAROSHI　・ HIKIKOMORI　・ZANGYO

　仕事と生活の調和の実現に向けた職場環境づくりを積極的に行っている企業や事業
所のうち、特に優れた取組成果が認められる企業等を知事が認証する制度です。
　申請は随時受け付けています。働きやすい職場「ひなたの極」の認証を目指してみ
ませんか。　　　　　　※26項目からなる審査票の得点が85％以上の場合に取得できます。

働きやすい職場「ひなたの極」　認証制度のご案内

宮崎県雇用労働政策課労政福祉担当
TEL：0985－26－7106

お問合せ先

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

検 索働きやすい職場「ひなたの極」

認証企業
のご紹介

審
査
項
目（
26
項
目
）

働き方（休み方）見直しに関する取組と実績 （8項目）

育児・介護休業制度等の整備状況と実績 （10項目）

その他 （8項目）

●県が主催する就職説明会、企業ガイダンス等
への優先参加、企業ガイドブックの優先掲載
●宮崎県中小企業融資制度での優遇措置
●みやざき犬の優先的派遣
●ハローワークにおける求職者への認証企業
であることの周知PRの実施
●清掃・警備保障業務の競争入札参加資格者名簿登録の審
査における加点等

認
証
の
メ
リ
ッ
ト

第1号 （株）岡﨑組　　　 
第2号 KIGURUMI.BIZ（株）
第3号 （株）グローバル・クリーン
第4号 江坂設備工業（株）　 
第5号 （株）明光社

第6号 （株）サニー・シーリング
第7号 （医）一誠会都城新生病院
第8号 吉玉製鍍（株）
第9号 （株）イーテック
第10号 TNAソリューションデザイン（株）

令和元年
7月1日現在（ ）
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